
地域で支える医療と介護

参加費

参加方法

2019年11月28日（木）  
18：00～20：45（開場17:30）

帝京大学板橋キャンパス 
大学棟本館　２階 ２０７講義室
〒173-8606 板橋区加賀2-11-1

帝京大学医学部附属病院  
医療連携室
〒173-8606 東京都板橋区加賀2-11-1

150名
定員超過の場合、お申し込みを
お断りすることがあります

TEL 03-3964-9830

対　象

定　員

お問い
合わせ

医療・介護・福祉・行政従事者、
患者さんの療養支援に
関わっている方

（土日祝日を除く10～16時）

共催：帝京大学医師会・帝京大学医学部附属病院、帝京がんセンター、2019年度帝京大学先端研究推進助成金「地域における在宅療養支援情報の普
及・活用を契機とした総合大学・医学部附属病院の地域包括ケア実践に向けたモデルの開発」

後援：板橋区、北区、板橋区医師会、東京都北区医師会

無料
事前申し込みが必要
FAXにてお申し込みください。

帝京地域
包括ケア懇話会
帝京がんセミナー第23回

第2回

（参加者全員でグループに分かれてディスカッションを行います）
モデレーター　渡邊清高・村上文（帝京大学法学部法律学科 教授）

第2部　グループワーク

意見交換会

住み慣れた地域でがん患者さんを支える

〇地域でがん患者さんを支えるには　
  住み慣れた地域で暮らすためのチームづくり
　帝京大学医学部附属病院　腫瘍内科　准教授　渡邊清高
〇患者さんの生活を支える支援の実際
　帝京大学医学部附属病院　医療福祉相談室　課長補佐　宮本博司
〇事例提示
　帝京大学医学部附属病院　腫瘍内科　医師　春山輝亘
〇グループワークのオリエンテーション

プログラム
帝京大学医学部附属病院　
病院長　坂本哲也

まとめ・閉会あいさつ

第1部　導入と事例提示

帝京大学医学部附属病院　
医療連携・相談部長　佐野圭二

開会あいさつ

共同
企画

会　場

日　時

住み慣れた地域で
がん患者さんを支えるチームづくり


